
接種記録の管理 

接種日やワクチン種別など、市のシステムにより予防接種台帳で管理し誰がいつどのロット番号の 

ワクチンを接種したか、亡くなられた場合でもわかる管理をしています。 
 

各自治体の接種記録を、国のワクチン接種記録 

システム（VRS）でマイナンバーと紐づけされ、  

転入者の転入前の自治体における接種状況など 

紐づけ管理で、本人の同意が無くても自治体

間で確認できるようになっています。 

         ※本人の同意は必要と考えます。 
 

市民に寄り添う取り組みの充実を！ 
接種事業が終了してもワクチン接種の実施自治体

として、市民のいのちと健康を守るためにしっか

りと寄り添い、積極的な申請サポート、体調改善の

取り組みともっと丁寧な情報提供をすべきです！ 

★今年 7 月には、各区の保健所が統合されてしま

います。機能低下を招かないか、市民の声と共に 

検証することが必要です！ 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

こんなに多くの症状↑↑↑ ワクチン接種はしたくないが証明書が必要だったとか同調

圧力もありやむなく接種し、酷い副反応や接種後コロナに罹患した方が多数いらっしゃい 

ます。義務ではない予防接種なのに、社会的同調や証明書制度は慎重であるべき接種の判断に

影響を与えてしまいました。健康被害救済制度があるから被害が起こっていいわけでは  

決してありません。ファイザー社は「欧州医薬品庁」の要求に応じ、血管・神経系・生殖・  

精神障害や皮膚・呼吸器疾患など、約 160 万件の有害事象を公開しています。 

 

 


